
Living device
Step up

「あたらさん」的 生活考
【あたら 可惜】とは「もったいない」の
古語で「あたらしい」の語源になったと
いわれています。【あたら＝もったいない】
に【さん＝ SUN ＝太陽】の恵みをプラス
して、さまざまな情報を発信しています。

那須 由莉：らぴす舎・代表

多くの家庭実用書や生活情報誌の編集に携わる。
2005 年『暮しの手帖別冊・あたらさん』の編集
長として、創刊と同時に「しなの鉄道・信濃追分駅」
駅舎に「あたらさん編集室」を設置、別冊の休刊
後も継続して駅舎を借り、2021年まで運営。「もっ
たいない＝あたらさん」の知恵と心をコンセプト
に、編集・制作と創作活動を続ける。信濃追分駅
『オオヤマ桜を守る会』、軽井沢・借宿『ビオトー
プ KBS』のメンバー。

ソーラークッカー〈かるぴか〉。得意料理はシ
チューやカレーの煮込み、ジャガイモのマッシュ
や大根の田楽も。白身が茶卵色になり、黄身は
ホクホクの「お日さまのゆで卵」は絶品です。（し
なの鉄道・信濃追分駅線路脇にて）

　
横
浜
市
泉
区
の
緑
豊
か
な
街
に
あ
る
、
フ
ェ
リ
ス
女
子
学
院
大
学
の
緑
園

キ
ャ
ン
パ
ス
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
　
夏
休
み
に
開
催
さ
れ
た
「
自
然
の

力
を
体
感
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
取
材
し
た
の
は
、
も
う
13
年
も
前
の

こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
時
の
学
長
・
本
間
慎
先
生
は
環
境
科
学
の
第
一
人
者

で
「
実
生
活
の
中
で
自
然
の
恵
み
を
感
じ
、
自
然
と
の
共
生
に
つ
い
て
考
え

る
場
を
学
生
た
ち
に
用
意
し
、
理
屈
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
理
念
や
考
え
方

を
伝
え
た
い
」
と
の
お
考
え
で
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を
エ
コ
化
な
さ
っ
た
方
。

　
壁
面
緑
化
、
太
陽
熱
温
水
器
、
ビ
オ
ト
ー
プ
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ

ち
こ
ち
で
「
環
境
と
の
共
生
」、『
自
然
の
恵
み
』
を
実
感
さ
せ
ら
れ
、
そ

の
理
念
を
享
受
す
る
学
生
達
に
も
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
、
平
成
30
年
度
の
環
境
大
臣
賞
を
同
大
学
の
「
エ
コ
キ
ャ

ン
パ
ス
研
究
会
」
が
受
賞
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
大
学
全
体
を
エ

コ
化
し
て
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
だ
本
間
先
生
の
教
育
の
成
果
が
着
実
に

出
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
自
然
と
一
体
に
な
り
「
明
日
を
た
い
せ
つ
に
思
う
気
持
ち
」
を
発
信
し
た

い
と
、
こ
の
信
濃
追
分
の
無
人
駅
舎
に
編
集
室
を
開
設
し
た
の
も
13
年
前

で
す
。
本
間
先
生
の
理
念
を
実
践
さ
せ
る
べ
く
、
ま
ず
ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー

を
購
入
。
春
夏
秋
冬
、
お
日
さ
ま
の
力
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古

い
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
樽
を
利
用
し
た
雨
水
の
貯
水
槽
（
愛
称
・
雨
水
く
ん
）
も

設
置
し
ま
し
た
。
水
道
の
な
い
ホ
ー
ム
で
、
草
花
へ
の
散
水
に
ど
れ
ほ
ど

役
立
っ
て
い
る
こ
と
か
。

　
今
で
は
、
ど
ち
ら
も
駅
舎
暮
ら
し
の
必
需
品
で
す
。

雨
水
が
溜
ま
る
の
が
待
ち
遠
し

い
。
冬
の
間
は
凍
っ
て
し
ま
う

の
で
、
水
を
抜
き
ま
す
。

フ
ェ
リ
ス
女
子
学
院
大
学
の
エ
コ
化
に
魅
せ
ら
れ
て

―
―
「
ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
」
と
「
雨
水
く
ん
」
―
―
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